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２ みんなの意見
い け ん

・感想
かんそう

 

 

今回
こんかい

の調査
ちょうさ

におけるアンケートにご回答
かいとう

いただきありがとうございました。レポーターの

皆様
みなさま

から様々
さまざま

なご意見
い け ん

やご感想
かんそう

をいただきました。 

 ※皆
みな

様
さま

からお寄
よ

せいただいた意見
い け ん

・感想
かんそう

から抜粋
ばっすい

し、漢字
か ん じ

や文章
ぶんしょう

の表現
ひょうげん

など意図
い と

を変
か

え

ない範囲
は ん い

で修正
しゅうせい

を加
くわ

えて掲載
けいさい

しています。 

 

＜鳥
とり

＞ 

●散歩
さ ん ぽ

をしていると、いろいろな鳥
とり

の鳴
な

き声
ごえ

がするのですが、なかなか姿
すがた

を見
み

ることはで

きず、見分
み わ

けが難
むずか

しかった。飛
と

び方
かた

の特徴
とくちょう

とか、遠
とお

くで見
み

た時
とき

の特徴
とくちょう

とか知
し

りたい。

（サギであることは分
わ

かっても、コサギかどうかが分
わ

かりづらかった。） 

 

●裏
うら

が山
やま

なので、最近
さいきん

はいろいろな種類
しゅるい

の鳥
とり

が来
く

るのですが、よく見
み

ようと近寄
ち か よ

ると逃
に

げら

れてしまうので見分
み わ

けが難
むずか

しい。鳴
な

き声
ごえ

だけで判断
はんだん

するのも難
むずか

しいです。 

 

●鳥
とり

はすぐ逃
に

げたり、遠
とお

くにいたりするので、観察
かんさつ

や見分
み わ

けが難
むずか

しいです。似
に

た鳥
とり

もたく

さんいるので、アプリを利用
り よ う

するといいかな？と思
おも

っています。 

 野鳥
やちょう

の観察
かんさつ

は、他
ほか

の動植物
どうしょくぶつ

の観察
かんさつ

のように「手
て

に取
と

ったり」「近
ちか

づいたり」した観察
かんさつ

が出来
で き

ません。そんなところが難
むずか

しいと思
おも

われているのかもしれません。また鳴
な

き声
ごえ

だけでは名前
な ま え

も分
わ

からず、飛
と

んでいる姿
すがた

では判断
はんだん

も出来
で き

ずということもあるかと思
おも

います。 

 私
わたし

も始
はじ

めはそうでした。でも野鳥
やちょう

を知
し

るのは何
なん

の方法
ほうほう

もいりませんでした。興味
きょうみ

を

持
も

ってもらうのが第一
だいいち

です。初
はじ

めに一番
いちばん

身近
み ぢ か

にいて、誰
だれ

でも知
し

っている〝スズメ・ハ

ト・カラス〞（ものさし鳥
とり

）について知
し

っていきましょう。その大
おお

きさ・模様
も よ う

・飛
と

び

方
かた

・歩
ある

き方
かた

・鳴
な

き声
ごえ

・他
ほか

の鳥
とり

との違
ちが

い。散歩
さ ん ぽ

の時
とき

でも観察
かんさつ

出来
で き

ると思
おも

います。知
し

った

ことは周
まわ

りの人
ひと

に話
はな

しましょう。 

初心者
しょしんしゃ

だからと考
かんが

えず観察会
かんさつかい

（探
たん

鳥会
ちょうかい

）等
とう

にも顔
かお

を出
だ

してみませんか。少
すこ

しずつ

でも興味
きょうみ

がわいてくれば〝しめた〝ものです。次
つぎ

に大
おお

きな鳥
とり

〝カモ類
るい

・サギ類
るい

〞から

見
み

ていきましょう。 

どうですか、面白
おもしろ

くなってきたでしょう。 
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●ツバメがいつもより早
はや

く訪
おとず

れたので驚
おどろ

きました。 

 

●毎年
まいとし

鳥
と り

を見
み

ていた場所
ば し ょ

で木
き

の伐採
ばっさい

がありました。今
いま

までいた鳥
と り

もいなくなり、ちょっとさ

みしくなっていました。落
お

ち着
つ

いたら戻
もど

ってくるのでしょうか。 

山鳥
やまどり

を見
み

ました。何年
なんねん

ぶりでしょう。うれしくなって、しばらく見
み

とれてしまいました。

松田
ま つ だ

から名草
な ぐ さ

に向
む

かう途中
とちゅう

でしたがまだいるんですね。 

 

●今年
こ と し

も5月
がつ

頃
ごろ

より中国
ちゅうごく

のガビチョウが集団
しゅうだん

で飛
と

んできて、小鳥
こ と り

達
たち

は逃
に

げまわり、又
また

、ジ

ューンベリーや柿
かき

の実
み

が熟
じゅく

した頃
ころ

やって来
き

て殆
ほとん

ど食
た

べられてしまった。 

毎年
まいとし

楽
たの

しみにしているウグイスの鳴
な

き声
ごえ

も数回
すうかい

しか聞
き

くことができなかった。 

 

●外来
がいらい

種
しゅ

のガビチョウの増加
ぞ う か

が目立
め だ

ちます。（あちらこちらに鳴
な

き、飛
と

んでいる） 

 

●外来
がいらい

生物
せいぶつ

が増
ふ

えていると実感
じっかん

した。削減
さくげん

対策
たいさく

案
あん

が有
あ

れば教
おし

えてほしい。 

・ガビチョウ（鳴
な

き声
ごえ

が美
うつく

しく気分
き ぶ ん

が良
よ

くなるが、ウグイスとの競合
きょうごう

、ホトトギスへの影響
えいきょう

が気
き

になる。セミも食
た

べられているようだ。羽
はね

が落
お

ちていた） 

・コジュケイ（外来
がいらい

種
しゅ

、大正
たいしょう

時代
じ だ い

、中国
ちゅうごく

から持込
もちこみ

） 

 

ガビチョウ類
るい

にはガビチョウ、カオグロガビチョウ・カオジロガビチョウなどがおり

「特定外
とくていがい

来生物
らいせいぶつ

」の指定
し て い

を受
う

けています。 

本来
ほんらい

の生息地
せいそくち

は中国
ちゅうごく

南東部
なんとうぶ

から東南
とうなん

アジア北部
ほ く ぶ

とされています。 

1900年代
ねんだい

から野生化
や せ い か

が始
はじ

まり、その後
ご

急速
きゅうそく

に分布
ぶ ん ぷ

を広
ひろ

げています。 

やぶを好
この

み、林内
りんない

の低木層
ていぼくそう

を利用
り よ う

しますが、最近
さいきん

は平
へい

野部
や ぶ

まで進出
しんしゅつ

しています。 

森林性
しんりんせい

の鳥
とり

（チメドリ科
か

）なので、ウグイス等
とう

の鳥
とり

に影響
えいきょう

が懸念
け ね ん

されています。 

 多雪
た せ つ

地帯
ち た い

では冬
ふゆ

にエサを取
と

ることができず、分布
ぶ ん ぷ

の障壁
しょうへき

になっているようですが、

季節
き せ つ

異動
い ど う

をするガビチョウも出
で

ているようです。 

 ただ、このガビチョウの影響
えいきょう

は他
ほか

の移入
いにゅう

種
しゅ

鳥
ちょう

や在来
ざいらい

種
しゅ

の生態
せいたい

系
けい

にどのように誘引
ゆういん

されるのかはまだわかっていません。今後
こ ん ご

を注視
ちゅうし

したいと思
おも

います。 

 対策
たいさく

等
とう

については、“こうだ”という方法
ほうほう

は見出
み い だ

せていません。 
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●シロサギが思
おも

ったより大
おお

きかったです。近
ちか

くにいってもあまり逃
に

げようとしませんでした。 

 

●白
しろ

いサギがたくさんいます、双眼鏡
そうがんきょう

で見
み

ると足
あし

が黄色
き い ろ

くない（コサギではない）のでがっ

かりしますが、ほかの調査
ちょ う さ

員
いん

の方
かた

も足
あし

をよく確認
かくにん

してほしいです。 

 

●２月
がつ

に袋
ふくろ

川
がわ

の中
なか

を掃除
そ う じ

してもらってからコサギ・ダイサギ・アオサギが来
き

ました。 

今年
こ と し

は袋
ふくろ

川
がわ

でカワセミを見
み

られなかった。 

 

●カワセミが好
す

きでレポーターを続
つづ

けていましたが今年
こ と し

は4月以降
が つ い こ う

１回
かい

だけでした。1月
がつ

か

ら３月
がつ

までは４，５回
かい

みられました。 

 

●我
わ

が家
や

の東
ひがし

の細
ほそ

い川
かわ

ですが、時々
ときどき

、カワセミが遊
あそ

びに来
き

てくれますので楽
たの

しみです。 

 

●鳥
とり

の姿
すがた

は冬
ふゆ

の方
かた

がよく見
み

えるので、冬
ふゆ

の調査
ちょうさ

もしたいです。 

 

＜植物
しょくぶつ

＞ 

●昨年
さくねん

の秋
あき

、金木犀
きんもくせい

が２度
ど

咲
さ

いて全国的
ぜんこくてき

に話題
わ だ い

になりましたが、今年
こ と し

も規模
き ぼ

は少
すく

ないながら

9月
がつ

の満開
まんかい

と10月
がつ

の一部
い ち ぶ

返
かえ

り咲
ざ

きがありました。この秋
あき

も山吹
やまぶき

や椿
つばき

の返
かえ

り咲
ざ

きがありまし

た。極端
きょくたん

な寒暖差
かんだんさ

に植物
しょくぶつ

も戸惑
と ま ど

っている様
よう

に思
おも

いました。これから先
さき

、この傾向
けいこう

が続
つづ

くと

本来
ほんらい

の花期
か き

に咲
さ

く力
ちから

を残
のこ

せなくなることも出
で

て来
く

るのではと、不安
ふ あ ん

です。 

 

 

「わたしたち足利
あしかが

の自然
し ぜ ん

」の編集
へんしゅう

作業
さぎょう

の都合上
つごうじょう

、報告書
ほうこくしょ

の提
てい

出
しゅつ

を１０月
がつ

としていま

すが、１１月
がつ

以降
い こ う

の調査
ちょうさ

報告
ほうこく

も受
う

け付
つ

けています。翌年度
よくねんど

の１０月
がつ

末
まつ

までに提
てい

出
しゅつ

いた

だければ、翌年度
よくねんど

の「わたしたち足利
あしかが

の自然
し ぜ ん

」に掲載
けいさい

できますので、冬
ふゆ

の調査
ちょうさ

結果
け っ か

もぜ

ひ、ご報告
ほうこく

お願
ねが

いします。 

よく観察
かんさつ

いただき、ありがとうございます。おっしゃるとおり、コサギの識別
しきべつ

ポイント

は黄色
き い ろ

い足指
あしゆび

です。ダイサギなどは足指
あしゆび

が黒
くろ

くなっています。今後
こ ん ご

、白
しろ

いサギを観察
かんさつ

する

場合
ば あ い

には、足指
あしゆび

の色
いろ

に注目
ちゅうもく

して観察
かんさつ

してみてください。 
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●外来
がいらい

のタンポポと在来
ざいらい

のタンポポの詳
くわ

しい見分
み わ

け方を教
おし

えてください（絵
え

を見
み

ても分
わ

かり

にくかった）。 

 

●アザミの見分
み わ

け方
かた

が分
わ

からない 

 

アザミは以下
い か

の表
ひょう

を参考
さんこう

に見分
み わ

けてみてください。 

 ノアザミ ノハラアザミ キツネアザミ 

花期
か き

 ５月
がつ

～８月
がつ

 ８月
がつ

～10月
がつ

 ５月
がつ

～６月
がつ

 

花
はな

色
いろ

 紅
べに

紫 色
むらさきいろ

 紅
べに

紫 色
むらさきいろ

 紅
べに

紫 色
むらさきいろ

 

総苞片
そうほうへん

 直 立
ちょくりつ

、粘
ねば

る 
やや反

そ

り返
かえ

る、 

粘
ねば

らない 

直立
ちょくりつ

、突起
と っ き

あり、 

粘
ねば

らない 

草
そう

 姿
し

 
上部
じょうぶ

で枝
えだ

分
わ

かれ 

数個
す う こ

の花
はな

をつける 

上部
じょうぶ

で枝
えだ

分
わ

かれ 

数個
す う こ

の花
はな

をつける 

上部
じょうぶ

で枝分かれ 

多数
た す う

の花
はな

をつける 

生育地
せいいくち

 山野
さ ん や

 野原
の は ら

 田畑
た は た

の畔
あぜ

や野原
の は ら

 

 

下
した

の写真
しゃしん

を参考
さんこう

にしてみてください。 

   

↑外来
がいらい

タンポポ          ↑在来
ざいらい

タンポポ 

（総苞片
そうほうへん

がそりかえっている）   （総苞片
そうほうへん

がそりかえっていない） 
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●大
おお

きなトゲのあるものが生
は

え、花
はな

はピンクのアザミのような植物
しょくぶつ

を発見
はっけん

しました。植物
しょくぶつ

を見
み

て初
はじ

めて「こわい」と思
おも

いました。 

 

＜昆虫
こんちゅう

＞ 

●チョウの見分
み わ

けが難
むずか

しいです。 

 

 

情報
じょうほう

が少
すく

なく、名前
な ま え

は特定
とくてい

出来
で き

ませんが、発見
はっけん

した植物
しょくぶつ

はアメリカオニアザミの

可能性
かのうせい

が高
たか

いです。もしくはヒレアザミの可能性
かのうせい

もあります。 

アメリカオニアザミはヨーロッパ原産
げんさん

のアザミで、葉
は

や茎
くき

に固
かた

く 鋭
するどい

いトゲがあり、

手
て

に刺
さ

さると痛
いた

みを伴
ともな

います。畑
はたけ

、牧草地
ぼくそうち

、道端
みちばた

などに生育
せいいく

し、頭状
とうじょう

花
か

の色
いろ

は、紅
べに

紫 色
むらさきいろ

です。 

【開花
か い か

時期
じ き

】７月
がつ

～１０月
がつ

 【高
たか

さ】約
やく

５０㎝～１ｍ 

チョウの見分
み わ

け方
かた

ですが次
つぎ

の方法
ほうほう

が 考
かんが

えられます。 

①観察会
かんさつかい

などに出 席
しゅっせき

して見分
み わ

け方
かた

を教
おそ

わる。または詳
くわ

しい人
ひと

に尋
たず

ねる。 

②SNSなどを利用
りよう

して撮
と

った写真
しゃしん

を見
み

てもらう。 

➂図鑑
ずかん

やネットなどを利用
りよう

して自分
じぶん

で調
しら

べる。 

①は 催
もよお

し自体
じたい

少
すく

ないこと、身近
みぢか

に詳
くわ

しい方
かた

がいない可能性
かのうせい

が高
たか

いことから➂の自分
じぶん

で調
しら

べるのが一番
いちばん

実現性
じつげんせい

は高
たか

いと思
おも

います。 

足利市
あしかがし

で見
み

られるチョウは 90種
しゅ

程度
ていど

、そのうち半分
はんぶん

くらいの種
しゅ

が観察
かんさつ

し易
やす

いの

でまず身近
みぢか

なものから調
しら

べてみてはいかがでしょうか。ネットや図鑑
ずかん

で繰
く

り返
かえ

し調
しら

べるとそのうちわかるようになります。 

お薦
すす

めの図鑑
ずかん

は 2022年
ねん

発行
はっこう

の「学研
がっけん

の図鑑
ずかん

LIVE昆 虫
こんちゅう

新版
しんぱん

」です。今
いま

までの

図鑑
ずかん

は標 本
ひょうほん

写真
しゃしん

でしたが、生
い

きた虫
むし

を白
しろ

バックで撮影
さつえい

したもので、画期的
かっきてき

なもの

です。チョウに限
かぎ

らず昆 虫
こんちゅう

全般
ぜんぱん

とクモやダニ、サソリ、ムカデなども出
で

ています。

多
おお

くの協 力 者
きょうりょくしゃ

と一 流
いちりゅう

の執
しっ

筆
ぴつ

陣
じん

により出来
で き

ました。子
こ

ども向
む

けという図鑑
ずかん

ですが、

私
わたし

のような虫
むし

のことが少
すこ

しわかったと思
おも

っているような大人
おとな

にも大
おお

いに役
やく

に立
た

ち

ます。 
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●アゲハチョウがあまりいなかった。ハグロトンボがたくさんいた。 

 

●この夏
なつ

はいろいろな種類
しゅるい

のセミが鳴
な

いてセミしぐれを楽
たの

しみ、又
また

、秋
あき

には虫
むし

の声
こえ

が沢山
たくさん

聞
き

けて秋
あき

の夜
よる

を楽
たの

しむことが出来
で き

ました。 

 

●近
ちか

くに水辺
み ず べ

はないのですが、毎年
まいとし

ハグロトンボが２・３匹
ひき

、7月
がつ

中旬
ちゅうじゅん

から庭
にわ

に来
き

ます。８

月
がつ

中頃
なかごろ

ふっといなくなるので、きっとどこかの水辺
み ず べ

へ産卵
さんらん

に帰
かえ

るのでしょう。 

 

●小
ちい

さい昆虫
こんちゅう

に目
め

が行
い

くようになって来
き

て見
み

たことがない種
しゅ

に出会うのが楽
たの

しみになって

きました。 

 

●毎年
まいとし

見
み

つけたオオカマキリを見
み

つけることができませんでした。 

 

●オンブバッタですが、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

の影響
えいきょう

で 11月
がつ

9日
か

現在
げんざい

もけっこういます。この分
ぶん

です

と自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

下
か

で12月
がつ

くらいまで生
い

きている可能性
かの うせい

があります。 

 

●雷電山
らいでんやま

に、さまざまな種類
しゅるい

の昆虫
こんちゅう

がいることがわかった。来年
らいねん

はくわしく調
しら

べたい。 

 

＜水辺
み ず べ

の生
い

き物
もの

＞ 

●水辺
み ず べ

の生
い

き物
もの

が見
み

つけやすかった。草
く さ

が増
ふ

えていた。 

 

●渡良瀬
わ た ら せ

川
がわ

の中橋
なかばし

・田中
た な か

橋
ばし

付近
ふ き ん

のサケの発見
はっけん

ができませんでした。（10月
がつ

～11月
がつ

） 

 

●姥
うば

川
かわ

や三
み

栗谷
く り や

用水
ようすい

に細
ほそ

長
なが

い魚
さかな

が集団
しゅうだん

で見
み

られるが、何
なん

の魚
さかな

か分
わ

からない。 

 

●ウシガエルが1匹
ぴき

しかいなかったです。 

 

●かえるについて、この数年
すうねん

の傾向
けいこう

ですが、やはりヌマガエルに圧倒
あっとう

されて、今年度
こ んねん ど

（4月
がつ

～10月中
がつちゅう

）はアマガエルを見
み

ることが叶
かな

いませんでした。マシジミの川
かわ

に見
み

に行
い

けず確認
かくにん

できなかったので次年度
じ ね ん ど

は見
み

に行
い

けたらと思
おも

いました。 
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●ヌマガエルは昨年
さくねん

にくらべてますます増
ふ

えているように感
かん

じます。また新
あたら

しく出来
で き

た

道路
ど う ろ

の排水溝
はいすいこう

にダルマガエルが集
あつ

まるようになったので水場
み ず ば

をさがす名人
めいじん

だなとなんだか

感心
かんしん

してしまいました。 

 

●どじょう、アメリカザリガニなど、田
た

んぼや用水
ようすい

では最近
さいきん

ほとんど見
み

られなくなった。見
み

つけ方
かた

があるのでしょうか。 

 

●最近
さいきん

アメリカザリガニが少
すく

なくなった、特
と く

に赤
あか

い大型
おおがた

が急激
きゅうげき

に見
み

られなくなった。他
ほか

の

調査員
ちょうさいん

はどう感
かん

じられていますか。 

 

＜外来
がいらい

生物
せいぶつ

など＞ 

●クビアカが松田
ま つ だ

にもいる事
こと

にショックでした。 

 

●クビアカツヤカミキリの被害
ひ が い

が顕著
けんちょ

に出
で

ていて、足利
あしかが

から桜
さくら

の名所
めいしょ

が無
な

くなってしまうの

ではないだろうかと、痛々
いたいた

しく手当
て あ て

された幹
みき

を見
み

るにつけ、思
おも

います。 

 

●アメリカオニアザミ発見
はっけん

。 

オオキンケイギクと黄
き

花
ばな

コスモスの違
ちが

いが分
わ

かり、あちこちに咲
さ

いているのが分
わ

かりまし

た。ナガミヒナゲシはずいぶん前
まえ

から繁殖
はんしょく

していたと思
おも

います。 

 

どじょうは、用
よう

水路
すいろ

などの脇
わき

をあるくと、泥
どろ

を巻
ま

き上
あ

げて 勢
いきおい

いよく土
つち

や水草
みずくさ

の中
なか

に隠
かく

れることが多
おお

いようです。 私
わたし

は歩
ある

きながら水 中
すいちゅう

に動
うご

きを見
み

つけると、その付近
ふきん

でしばらくしゃがんで様子
ようす

を見
み

ます。すると安心
あんしん

して出
で

てくるものがいるため、その時
とき

に生物
せいぶつ

の種類
しゅるい

を見分
み わ

けることができます。あとは、ねらいを定
さだ

めて網
あみ

で泥
どろ

ごとすくうな

どして見
み

つけますが、それを 行
おこな

わなくても見
み

つかることは多
おお

いと思
おも

います。 

アメリカザリガニは、季節
きせつ

ごとに様々
さまざま

な様子
ようす

が見
み

られることが多
おお

いので、季節
きせつ

ごとに

何度
なんど

か繰
く

り返
かえ

し同
おな

じ場所
ばしょ

に出
で

かけて、調
しら

べてみてください。以前
いぜん

より赤
あか

い色
いろ

の大
おお

きな

個体
こたい

が減
へ

って、目立
め だ

たない色
いろ

の個体
こたい

が増
ふ

え、見
み

つけにくくなった可能性
かのうせい

があります。目立
め だ

つ個体
こたい

が、鳥
とり

などに食
た

べられる事
こと

が多
おお

いのかもしれません。その辺
へん

もくわしく調
しら

べてみ

てはいかがでしょうか。 
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●調査
ちょ う さ

をしていると、外来
がいらい

生物
せいぶつ

がいる場所
ば し ょ

にも、自然
し ぜ ん

豊
ゆた

かな場所
ば し ょ

にいる生物
せいぶつ

がいることがあ

った。また一部
い ち ぶ

の外来
がいらい

生物
せいぶつ

は、特定
とくてい

外来
がいらい

生物
せいぶつ

がいる所
ところ

にも、共存
きょうぞん

しているものもいた。 

 

●18-63で、昨年
さくねん

にカオジロガビチョウが増
ふ

えて、キジ、ムクドリ、モズなどが少
すく

なくな

った。その後
ご

ガビチョウが現
あらわ

れると、カオジロガビチョウが少
すく

なくなった。しかし、その

ガビチョウがいる場所
ば し ょ

でヒヨドリが多
おお

くみられた。また、カラスやアオサギが増
ふ

えるとガビ

チョウは一時的
いちじてき

にいなくなった。18-62では、自然
し ぜ ん

豊
ゆた

かな場所
ば し ょ

の生物
せいぶつ

も、特定
とくてい

外
がい

来
らい

生物
せいぶつ

も

いろいろな種類
しゅるい

がみつかった。このことから、外来
がいらい

種
しゅ

がいれば、自然
し ぜ ん

が失
うしな

われているとは

言
い

えないように感
かん

じられた。 

 

＜その他
た

の生
い

き物
もの

＞ 

●今年
こ と し

はとうとう姿
すがた

を見
み

なかった生
い

きもの（ヘビ、オニヤンマ、かえる、ツバメ、かたつ

むり、カブトムシ、クワガタ幼虫
ようちゅう

） 

 

●今年
こ と し

は久々
ひさびさ

にかたつむりを見
み

ました。何年
なんねん

振
ぶ

りになるか、久々
ひさびさ

で子供
こ ど も

の頃
ころ

を思
おも

い出
だ

し、う

れしくなりました。 

 

●鹿
しか

は子供
こ ど も

が生
う

まれたらしく、３頭
と う

でいる事
こと

が多
おお

くなった。狸
たぬき

も庭
にわ

で見
み

かけることが多
おお

く、

柿
かき

の実
み

を取
と

っていると側
そば

まで寄
よ

ってきて柿
かき

を食
た

べていた。あまりに近
ちか

くに来
く

るのだが、野生
や せ い

の生
い

き物
もの

なので不安
ふ あ ん

な気持
き も

ちもある。 
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＜気候
き こ う

・自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

の変化
へ ん か

など＞ 

●今年
こ と し

も炎暑
えんしょ

で長
なが

く厳
きび

しい夏
なつ

でした。アブラゼミが少
すこ

し回復
かいふく

してきたと感
かん

じました。一昨年
いっさくねん

辺
あた

りの極端
きょくたん

な減少
げんしょう

は何
なに

だったのか気
き

になりましたが、今年
こ と し

はニイニイゼミが少
すく

なく、ハル

ゼミに至
いた

っては山
やま

火事
か じ

以降
い こ う

、声
こえ

を聴
き

くのが稀
まれ

になりました 

『セミの出
で

てくる順 番
じゅんばん

も狂
くる

ってしまった』と報告
ほうこく

されているように、確
たし

かに

順 番
じゅんばん

が狂
くる

ってしまったようです。一番
いちばん

わかり易
やす

かったのがツクツクボウシで、普通
ふつう

は8月
がつ

の後半
こうはん

から聞
き

こえるのですが、今年
ことし

は7月
がつ

下旬
げじゅん

に鳴
な

いていました。 

これは 私
わたし

の 考
かんが

えですが、6月
がつ

末
まつ

に40℃近
ちか

い温度
おんど

が数日
すうじつ

続
つづ

き、そのあと7月
がつ

12

日
にち

～16日
にち

にかけて最高
さいこう

気温
きおん

が 30℃を下回
したまわ

る日
ひ

が続
つづ

きました。この急 激
きゅうげき

な温度
おんど

変化
へんか

により、季節
きせつ

が進
すす

んだものと思
おも

い込
こ

み羽化
う か

が促進
そくしん

されたのではないかと思
おも

いま

す。最低
さいてい

気温
きおん

はそれほど変
か

わらないことから最高
さいこう

気温
きおん

に影 響
えいきょう

されたものと 考
かんが

えて

います。以下
い か

に気象庁
きしょうちょう

のホームページから佐野市
さ の し

（足利市
あしかがし

はない）の6月
がつ

23日
にち

～7

月
がつ

20日
にち

までの温度
お ん ど

変化
へ ん か

をグラフにしてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月
がつ

末
まつ

の高温
こうおん

の影 響
えいきょう

からか、その後
ご

の虫
むし

全般
ぜんぱん

の数
かず

が少
すく

ないと感
かん

じられた研究者
けんきゅうしゃ

もいます。異常
いじょう

気象
きしょう

の影 響
えいきょう

で世界的
せかいてき

に昆 虫
こんちゅう

の減 少
げんしょう

は顕著
けんちょ

ですが、異常
いじょう

気象
きしょう

は続
つづ

きそうですので深刻
しんこく

な問題
もんだい

です。セミの発生
はっせい

状 況
じょうきょう

の変化
へんか

は異常
いじょう

気象
きしょう

の一
ひと

つの例
れい

となりそうです。 
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＜全体的
ぜんたいてき

な感想
かんそう

＞ 

●分
わ

からない鳥
と り

の写真
しゃしん

があるけれど、写真
しゃしん

を市役所
し や く し ょ

に送
お く

ると調
しら

べてもらえますか。 

 

●めずらしい品種
ひんしゅ

等
と う

を見付
み つ

けた時
とき

やスマホで写真
しゃしん

を撮
と

れた時
とき

にライン等
と う

で送
お く

れたらいいか

と思
おも

います。 

 初
はじ

めての参加
さ ん か

で要領
ようりょう

を得
え

ず少
すこ

し意識
い し き

が低
ひく

かったと反省
はんせい

しています。 

 

 

名前
な ま え

がわからない 

生
い

き物
も の

を 

見
み

つけたら？

市
し

環境
かんきょう

政策課
せいさくか

にご質問
しつもん

をお寄
よ

せください！ 

検討
けんとう

委員
い い ん

の先生方
せんせいがた

に鑑定
かんてい

していただき、 

回答
かいとう

します。 

あなたの質問
しつもん

が貴重
きちょう

な発見
はっけん

につながるかも？ 

ページ下部
か ぶ

にあるとおり、名前
な ま え

の分
わ

からない生
い

き物
もの

の写真
しゃしん

や画像
が ぞ う

を市
し

役所
やくしょ

に送
おく

ってい

ただければ、先生方
せんせいがた

に見
み

ていただき、回答
かいとう

することができます。その際
さい

、画像
が ぞ う

の質
しつ

によ

っては断定
だんてい

できない場合
ば あ い

もありますので、ご了 承
りょうしょう

ください。 

また、珍
めずら

しい生
い

き物
もの

の写真
しゃしん

提供
ていきょう

もお待
ま

ちしています。 

※お寄
よ

せいただいた写真
しゃしん

は、報告書
ほうこくしょ

の表紙
ひょうし

等
とう

に掲載
けいさい

させていただく場合
ば あ い

がございますので、ご了 承
りょうしょう

ください。 

①いつ  ②どこで 

③大
おお

きさ ④色
いろ

 

⑤鳴
な

き声
ごえ

、飛
と

び方
かた

などの 

特 徴
とくちょう

 

次
つぎ

のことに気
き

を付
つ

けて 

よく観察
かんさつ

してください。 
市
し

環境
かんきょう

政策課
せいさくか

にメール・手紙
て が み

・電話
で ん わ

等
など

で 

これらの情報
じょうほう

とともに 

ご質問
しつもん

をお寄
よ

せください。 

（連絡先
れんらくさき

は裏
うら

表紙
びょうし

の裏側
うらがわ

をご確認
かくにん

ください。） 

 
写真
しゃしん

があると 

より鑑定
かんてい

しやすいので 

可能
か の う

な場合
ば あ い

は撮影
さつえい

し、 

写真
しゃしん

も一緒
いっしょ

にお送
おく

りください。 
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●初
はじ

めて報告
ほうこ く

を出
だ

させていただきました。日
ひ

にちの控
ひかえ

をつけておかなかったため、日
ひ

にち

をつけられませんでした。来年
らいねん

は、みつけたらすぐ日
ひ

にちをメモしておくということを心掛
こころが

けていきます。 

 

●１０月
がつ

になるといつも反省
はんせい

ばかりです。 

 

●春
はる

に届
とど

くとわくわくしながら調査
ちょ う さ

するのですが、夏
なつ

・秋
あき

もじっくり取
と

り組
く

めるようになり

たいです。気
き

になる生
い

き物
もの

は見
み

つけられませんでした。 

 

●見分
み わ

けが難
むずか

しかったけど、意外
い が い

とたくさんの自然
し ぜ ん

と触
ふ

れあえた。 

 

●家
いえ

の近
ちか

くにも生
い

き物
もの

が意外
い が い

とたくさんいてびっくりしました。 

 

●植物
しょくぶつ

と水辺
み ず べ

の生
い

き物
もの

は、勉強
べんきょう

不足
ぶ そ く

で分
わ

かりにくかったです。 

 

●水辺
み ず べ

の生
い

き物
もの

はその場所
ば し ょ

（環境
かんきょう

）に行
い

かないと観察
かんさつ

できないので、なかなか観察
かんさつ

する機会
き か い

がありませんが、鳥類
ちょうるい

や昆虫
こんちゅう

は、自分
じ ぶ ん

たちの生活
せいかつ

の場所
ば し ょ

に飛来
ひ ら い

してくることもあるので楽
たの

し

みにしています。 

 

●家
いえ

の庭
にわ

や公園
こうえん

のみの調査
ちょ う さ

でしたが、年少
ねんしょう

の子供
こ ど も

と一緒
いっしょ

に楽
たの

しく虫
むし

を探
さが

すことができました。 

 

●調査
ちょ う さ

期間中
きかんちゅう

にレポーター間
かん

で情報
じょうほう

を共有
きょうゆう

できるような場
ば

やシステムがあるとよいと思
おも

う。 

 

●関心
かんしん

のあるものについては分
わ

かりますが、いつも同
おな

じようなものしか気
き

づきません。もう

少
すこ

し見方
み か た

を深
ふか

めたいと思
おも

っております。これから先
さき

も環境
かんきょう

に貢献
こうけん

したい気持
き も

ちがあります

ので、環境
かんきょう

レポーターの調査
ちょうさ

を続
つづ

けていきたいと思
おも

っております。 

 

４～10月
がつ

の半年間
はんとしかん

、ずっと調査
ちょうさ

への意欲
い よ く

を保
たも

つのは難
むずか

しいことです。 

ひとつの案
あん

として、６～９月
がつ

を中心
ちゅうしん

に開
かい

催
さい

している環境
かんきょう

政策課
せいさくか

の観察会
かんさつかい

へ参加
さ ん か

してみ

るのもいいのではと思
おも

います。そこで刺激
し げ き

を受
う

けることで調査
ちょうさ

への意欲
い よ く

が高
たか

まるかもしれ

ませんし、何
なに

より観察会
かんさつかい

の講師
こ う し

に直接
ちょくせつ

教
おそ

わり、質問
しつもん

ができる良
よ

い機会
き か い

ではないでしょう

か。 

観察会
かんさつかい

の開催
かいさい

はあしかがみでもお知
し

らせしますので、ご確認
かくにん

をお願
ねが

いします。 
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●おすすめの生
い

き物
もの

・植物
しょくぶつ

判別
はんべつ

アプリがあれば教
おし

えてほしいです。 

 

●早朝
そうちょう

ウオーキングをしながら調査
ちょうさ

を行
おこな

っていたので時間的
じ か ん て き

な偏
かたよ

りがあります。それはそ

れで良
よ

いのかも知
し

れませんが昼間
ひ る ま

や夕刻
ゆうこ く

での観察
かんさつ

も必要
ひつよう

かと反省
はんせい

。 

 

●年々
ねんねん

、行動
こうど う

半径
はんけい

が縮小
しゅくしょう

し、自宅
じ た く

が中心
ちゅうしん

になりました。 

 近所
きんじょ

の桜
さくら

が枯
か

れていくのは苦々
にがにが

しく思
おも

います。 

 

●茸
きのこ

についても、見
み

たことがない物
もの

が出現
しゅつげん

して、面白
おもしろ

く観察
かんさつ

しました。ハタケチャダイゴ

ケは中
なか

に粒状
つぶじょう

の胞子
ほ う し

（？）を12～15粒
つぶ

位
くらい

、一
ひと

つの器
うつわ

状
じょう

の本体
ほんたい

に蓄
たくわ

えていました。「大
おと

人
な

の自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

」をしてみようと思
おも

ったのも、環境
かんきょう

レポーターをさせて頂
いただ

いたからです。 

 当
あ

たり前
まえ

と思
おも

っていたこと、特
と く

に環境
かんきょう

の変化
へ ん か

のスピードが温暖化
おんだんか

の影響
えいきょう

で劇的
げきてき

に脅威
きょうい

に

なっているのがレポートを通
つう

じて実感
じっかん

できました。 

 

●なかなか調査
ちょ う さ

・観察
かんさつ

する機会
き か い

が減
へ

ってしまい、反省
はんせい

。 

 最近
さいきん

になり、子供
こ ど も

が虫
むし

の世話
せ わ

をするのが好
す

きになったので、来年
らいねん

に期待
き た い

。 

 

●今回
こんかい

の調査
ちょ う さ

では書
か

くのが最後
さ い ご

になってしまったけど、水路
す い ろ

で魚
さかな

を取
と

ったり網
あみ

を持
も

ったり

して、畑
はたけ

や庭
にわ

で捕
つか

まえた生
い

き物
もの

を観察
かんさつ

してみるのもすごく楽
たの

しかったです。 

 

●以前
い ぜ ん

にやったときと比
く ら

べると前
まえ

に見
み

なかった動植物
どうしょくぶつ

がいたりした。逆
ぎゃく

に前
まえ

に見
み

た動植物
どうしょくぶつ

がいなかったりもした。 

 

●私 事
わたぐしごと

ですが、還暦
かんれき

を迎
むか

えました。これからは、初心
しょしん

にもどって、１つ１つ自然
し ぜ ん

を味
あじ

わっ

ていきたいと思
おも

います。 

 

●今回
こんかい

じっくり観察
かんさつ

することができませんでした。しかし、環境
かんきょう

レポーターをしていると

自然
し ぜ ん

とふれあう機会
き か い

が増
ふ

えて、あたたかい気持
き も

ちになります。 

「生
い

き物
もの

 判別
はんべつ

 アプリ」などのキーワードでインターネットで調
しら

べていただくと、ア

プリがいくつか出
で

てきます。ゲーム形式
けいしき

で生
い

き物
もの

調査
ちょうさ

を進
すす

めていけるようなアプリもあり

ますので、どれが自分
じ ぶ ん

に合
あ

うかいくつか試
ため

してみるといいかもしれません。 
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●ポイント（TPO＝時
とき

・場所
ば し ょ

・見
み

つけ方
かた

）の要点
ようてん

の参考
さんこう

資料
しりょう

があると（それに縛
しば

られる可能性
かのうせい

はあるが）良
よ

いのでは。 

 

●見分
み わ

けの設問
せつもん

で、日頃
ひ ご ろ

馴染
な じ

みのあるものはすぐ分
わ

かるので、親
した

しみやすいに〇を付
つ

けたの

ですが、名前
な ま え

が分
わ

からないものについては全然
ぜんぜん

分
わ

からない。 

 

 今年度
こんねんど

も環境
かんきょう

レポーター事業
じぎょう

にご参加
さ ん か

いただき、ありがとうございます。 

 報告数
ほうこくすう

の多
おお

い少
すく

ないに関
かか

わらず、身
み

の回
まわ

りの自然
し ぜ ん

に目
め

を向
む

けて興味
きょうみ

・関心
かんしん

を持
も

ってい

ただき嬉
うれ

しく思
おも

います。 

当事業
とうじぎょう

は皆様
みなさま

のその興味
きょうみ

・関心
かんしん

の芽
め

を育
そだ

てるお手伝
て つ だ

いをする取
と

り組
く

みであると考
かんが

え

ております。身近
み じ か

な生
い

き物
もの

への興味
きょうみ

から始
はじ

まり、調査
ちょうさ

を続
つづ

けていくうちに生
い

き物
もの

の生育
せいいく

環境
かんきょう

、さらには地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

などの環境
かんきょう

問題
もんだい

にも目
め

を向
む

けていただければ幸
さいわ

いです。 

 また、来年度
らいねんど

は当事業
とうじぎょう

開始
か い し

から30周年
しゅうねん

を迎
むか

えます。引
ひ

き続
つづ

き皆様
みなさま

に楽
たの

しく調査
ちょうさ

い

ただけるよう、今回
こんかい

頂
いただ

いたご意見
い け ん

も取
と

り入
い

れながら改善
かいぜん

を重
かさ

ねていきますので、よろ

しくお願
ねが

いいたします。 


